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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・平成30年度デイケア保険申し込みについて

　説明用のチラシをホワイトボードに掲示しているので、申し込む際には申し込み用紙に氏名とプランを記入すること。3/23（金）締め切り。

　⇒不明な点は慶長JGMに確認すること。

・病院管理棟横土留め工事が3月までの予定だったが、4月まで工事期間延期となる。

・六角堂祭が4月20日（金）13：00より開催予定。詳細はWIZ掲示板で確認すること。
・自動ドアの修理は終了しているが、テンキーはまだ故障中。近日修理予定だが、日にちは未定となっている。

・花見やGWが近づいているため、行事内容について利用者様と話しあい、口頭で3/12（月）までに小嶋SGMに報告すること。

・浜辺信明様のケア会議を3/14（水）15時より開催予定。小嶋SGM出席予定。

・青風荘でインフルエンザ罹患者が出たため、青風荘の利用者様は3/9（金）まで欠席予定。

［研修］
・3/15（木）　八戸胸部疾患懇話会　　場所：八戸グランドホテル
・3/20（火）、3/21（水）第10回院内研修｢交通安全と勤務中における交通事故について｣　
・3/25（日）　外部研修　若年認知症フォーラム　　場所：ユートリー

・3/28（水）　外部研修　認知症セミナー　　場所：八戸パークホテル

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所の際に、薬の空包を見せており、今朝の分まで全て揃っている。肩の痛みを訴えることはあるが、プログラムへの不参加はなく、日中を通し落ち着いて過ごしている。
・佐々木　常夫様～目標設定面談を実施。今後の希望としては安定した就労を出来るようになり生活保護を抜け出したいことを掲げており、現在の困りごとに関して①タバコや酒代の多さもあり金銭的に困窮していること②家でやることがなく気持ちが不安定になったり孤独感を感じたりすることを話している。今後、日中の活動場所・対人交流の場としてデイケアに通いながら金銭管理・病状管理を確実に行っていくこととして目標共有している。
・阿波　諒祐　様～数ヶ月間来所できていない状況が続いており、今後の利用について母様と相談している。現在自宅で普段通り生活しており、大きな問題なく過ごせているとのこと。現在来所できていない状況を振り返り、デイケアを一度中止とし再度利用を希望する際には改めて連絡をいただき、利用を検討することを提案。母様「全然行けていないので、そのほうが助かります」と話すため、本日付でデイケア利用中止となる。
デイナイトケア

・奥山　以依子様～3/6（火）にインフルエンザB型と診断。青風荘より情報提供があり、昨晩の体温は、23：00　37.2℃、本朝6：30　36.5℃、8：00　36.3℃、11：30　36.4℃℃で経過。食事摂取量は、昨日までは食事の残食があったが、本日は全量摂取している。身体症状については、鼻汁、鼻声、嗄声が継続しているとのこと。
・山田　隆雄　様～3/6（火）にインフルエンザB型と診断。青風荘より情報提供があり、昨晩の体温は、23：00　37.3℃、本朝6：30　37.5℃、8：00　37.0℃、11：30　37.7℃で経過。食事摂取量は多くはないが、普段と変わらず好きなものだけ摂取しており、身体症状については、発熱以外は見られず、不調の訴えも聞かれていないとのこと。
・小笠原　富治様～青風荘より情報提供があり、昨晩発熱があり、体温は20：30　37.4℃、23：30　37.1℃、本朝8：00　36.0℃で経過し、本日うしお内科を受診。インフルエンザ検査は陰性であったとのこと。処方薬は、クラリスロマイシン（200）1T　朝・夕　3日分、ＰＡ配合錠1T　トラネキサム酸錠（250）1T　アスペリン錠（20）1T　朝・昼・夕5日分、頓服薬カロナール（300）　5回分が処方となっている。

ナイトケア

・村上　元道　様～昨日聞かれていた苛々の状態について、本人へ質問している。「仕事で疲れてるけど、今日は大丈夫」と表情良く答えており、不調は特にないとのこと。不調時には無理せず相談するよう促すと「わかった」と返答。ナイトケアではスタッフや男性利用者と表情良く交流しており、ゆっくりと休養しながら問題なく過ごしている。
＜外来情報＞
・佐々木　理佳様～幻聴体験は持続していおり、相手は自分の堕胎した子供やイワタタカノリであるという。内容は自身の生活について、考想化声がある。病識はやや乏しく、「どうやってわかっているんだろう」等話している。表情はにこやかであり、切迫した様子はない。
